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アンケート結果  
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（１）西公園北側地区 

① 来場者（保護者）単純集計 

 
＊40 代が最も多く、約半数を占める。次いで 30 代が多く、約１／４を占める。 

 

＊３／４以上を女性が占める。 
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＊回答者の住まいは徒歩 15 分以内の近所が最も多く、近所を含む青葉区が３／４以上を占

める。 

＊青葉区以外では若林区が最も多い。 

 

 

＊「週 2～3 回以上」「1～2 週間に１回程度」および 「1～2 か月に 1 回程度」がそれぞれ約

１／４を占める。次いで「ほとんど来ない」が約 2 割を占める。 
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＊徒歩が最も多い。次いで自動車、自転車が同程度に多い。 

 

 

＊当イベントが大部分を占める。 
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＊幼児後期が最も多く、約 4 割を占める。次いで幼児前期、低学年が多い。 

 

 

＊3 時間以上が最も多く、約 4 割を占める。次いで 1.0～1.5 時間未満が多く、約 2 割を占

める。 

  



 6 

 

＊「遊具」「休憩スペース」を除く項目では 「非常に満足」が最も多い。「遊具」では 「やや

満足」が最も多く、「休憩スペース」では「普通」が最も多い。 

＊特に「プレーパーク」「居心地の良さ」「遊び場の環境」の項目は、「非常に満足」が過半

数を占める。 

 

＊「あずまやなど屋根のあるスペース」が最も多い。  

＊上位三つは 「あずまやなど屋根のあるスペース」「プレーパークの充実」「充実した遊具 （複

合遊具、インクルーシブ遊具など）」である。 
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設問１１ お気づきの点、ご感想など 

分類 件数 内容 

当 イ ベ

ン ト に

関 す る

要望 

4 件 ・現在 3 才の子を育ててる母です。0 才の時から西公園プレーパークに通わせて

もらってます。0 才でも外で遊ばせる事で、心や体に大きく影響があり、豊かな

経験を得れる場です。人生の土台を築く大切な幼児期に、西公園プレーパークの

場と人の環境に出会えて本当に幸運でした。幼児園のママさん達に話してて、お

外あそびを全くさせないで子を育ててる方が数名おり、非常におどろきました。

母と子どちらの心と体の健康、そして健全な発達にはお外遊びが必要と思いま

す。草木花虫、様々なものに子は心をトキメかせて、興味を養います。様々な

人々、家族以外の子や大人と出会いコミュニケーション能力をはぐくみます。こ

んな場が有れば、仙台の子の将来は明るいと思います。ただし、プレーパークは

去年よりも日数を減らしました。個人ではボランティアでは限りが有ります。一

部有償 （プレーパーク運営）にするなど、仙台市のバックアップが必要と思いま

す。幼児期の子の遊びが学童期の学びに繋がります。仙台市や宮城県の学力は全

国ワースト No〇です。幼児期の土台の時点や子が外であそべるプレーパークの

充実、それを支える仙台市の有償支援が今重要だと思います。 

・雨でないときもぜひ開催してください。 

・プレーパーク大好きな娘なので開催日がもっとあったらうれしいです。 

・雨なのにたのしい外あそびをありがとうございます。育児そうだんはプレーパ

ークやあそびの場でやるというよりは、「ここにいけばいいよ」という情報を持

ち帰らせてもらう方がありがたいです。（その場では子どもを見ないといけない

ので・・・） 

そ の 他

の要望 

13 件 〇屋根のある遊び場に関する要望 

・雨が降った時の屋根のある場所があれば嬉しいです。 

・プレーパークのような子どもの遊び場があると地域の子ども達の居場所となっ

て、大人も居る安心です。また、子育て中の親同士が交流する場にもなってい

るので、外遊びの拡充と、乳幼児のための屋根のある施設を作ってほしい。 

・街中でたき火ができるのはすごいです♪ （キャンプ場じゃないとできないと思っ

ていたので）やっぱり、自然の中で自由に遊べるって良いと思います。特に雨

の日の屋内の遊び場の整備をすごく期待します！ 

・雨をしのげる場所があるといいなと思いました。 

・屋内の遊び場が欲しい！ 

・雨の日でも親子で遊べる、学べる環境があれば良いと思います。西公園プレーパ

ークのような遊び場があることを同じママ達に伝えて行きたいです。 

・遊具をもっと作ってほしいです。屋内の遊び場を早く整備してほしいです。雨の

日、雪の日、暑い日も遊びたいです。緑彩館につくって下さい。ボーネルンド
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と協力してつくって下さい。 

〇その他の西公園の施設に関する要望 

・自然の中で伸びのびと遊べるプレーパークが好きです。もっと気軽に遊びに来

れるよう、駐車場もあると嬉しいです。 

・妊娠している方から 0 才の育児始まりの方たちが外遊びにつながるようなたて

ものやウッドデッキなどがあったら、公園での遊びがもっと始めやすくなると

思った。プレーパークのような場所が持続可能なやり方を考えていってほしい。 

・木製の遊具など、子どもが遊ぶ場所がもっと充実したら良いと思う。海外でもさ

まざまな魅力的な公園が作られているので参考にしてほしい。 

・トイレの防犯は少し気になります。お酒の缶が落ちていたりが気になります。安

全に遊べる空間にしてほしい。小中学生向けのアスレチックとかほしいです。

雨の日でもあそべる（暑くても）ようにタープを常設してほしい。 

・歩道橋にエレベーターがあったらいい。 

・今日はいいですが、西公園は蜂が怖いです。もう少し排水して雨上がりでも遊べ

ると良いと思います。 

当 イ ベ

ン ト の

感想 

11 件 ・いつもプレーパークのみなさまに大変お世話になっております。息子たちの大

すきな場所なので今後もたくさん通わせてください。 

・雨で大変だったけどテントなどで工夫して遊んでてすごいなと思いました。 

・あいぞめ楽しかったです！ありがとうございました。 

・プレーパークに長く居ながら、おにぎりも食べれたり、コーヒー飲めたり、授乳

室があったり、雨でしたが、ブルーシートで屋根にできたり、寒い中でも子ども

達もカッパを着ながら居心地良く楽しめました。雨水がシートからおちてくる

水で遊ぶ子もいて、雨の日も楽しかったです。 

・大雨なのに遊んでいた。 

・雨の中でも来てくれる方がいるのは、日々のプレーパークの存在がいかに大き

いかを感じました。自然と集いたいと思える、自分の居場所と思える場所づくり

とても素敵です。様々なところにもっと増え、つながりがこれからもたくさん生

まれたらいいなと思いました。 

・プレーパークが居心地が良かったです。 

・染め物体験を大人も子どもも一緒に出来て楽しめました。身近な材料で気軽に

自然の美しい色合いを楽しめること体感できました。都心部にこのような自然

環境、異年齢で楽しめる場所があること、遊び場を支える大人がいること、本当

に貴重だと思います。 

・本日のイベントのように、見守ってくれる大人がいてくれたのは非常に安心感

がありました。組み立てて遊べる遊具は、小学中～高学年でも遊べるのでいいで

すね。ありがとうございました。 
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・子育て相談がなかったのが非常に残念です。あるとチラシや HP に載っていたの

で来たのですが、とても残念です。街中に子どもが自由に遊べる場所が常にある

ことは良いと思います。未来の仙台市の為に居心地の良い場所を作ってくださ

い。 

・雨の中だったがプレーパークでは屋根を設置してくれていたので、そめもの体

験やたき火でマシュマロをやいたりいろいろたのしめた。 

＊当イベントに関する要望、その他の要望、当イベントの感想に大きく分けられ、その他の

要望が最も多い。 

＊天気に関する感想が多いが、雨を楽しんでいる旨の感想もみられる。 

＊その他の要望では、屋根のある遊び場に関する要望が多くみられる。 
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② 来場者（保護者）クロス集計 

クロス集計の項目として、設問 10「西公園北側にあったら良いと思う機能や施設」と属

性（住まい、来訪頻度、子どもの年齢）を対象として分析を行なった。 

 

 

 

※n 値の半数を超える回答があったものを赤色で表示 

 

＊ご近所では、「飲食施設」、「おむつ交換室」、「あずまやなどの屋根のあるスペース」、「充

実した遊具 （複合遊具、インクルーシブ遊具など）」が多い。青葉区 （ご近所以外）では 「あ

ずまやなどの屋根のあるスペース」、「プレーパークの充実」、「駐車場」、「充実した遊具 （複

合遊具、インクルーシブ遊具など）」が多い。  
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※n値の半数を超える回答があったものを赤色で表示 

 

＊週２～３回以上では、「飲食施設」、「おむつ交換室」、「あずまやなどの屋根のあるスペー

ス」、「子どもや保護者が交流できる機会の充実」が多い。 

１～2 週間に 1 回では、「あずまやなどの屋根のあるスペース」が多い。  

１～２ヶ月に 1 回程度では、「着替え室」、「あずまやなどの屋根のあるスペース」、「プレー

パークの充実」、「駐車場」、「充実した遊具 （複合遊具、インクルーシブ遊具など）」が多い。 

ほとんど来ないでは、「あずまやなどの屋根のあるスペース」、「プレーパークの充実」、「駐

車場」が多い。 
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※n 値の半数を超える回答があったものを赤色で表示 

＊子どもの年齢が乳児の保護者は、「あずまやなどの屋根のあるスペース」、「充実した遊具

（複合遊具、インクルーシブ遊具など）」「あずまやなどの屋根のあるスペース」、「ベンチな

どの休憩スペース」が多い。 

 

 



 13 

＜クロス集計まとめ＞ 

・「 あずまやなどの屋根のあるスペース」は属性によらず、保護者からの回答が多い。 

・「 飲食施設」は 住まいが近所」、 利用頻度が週に２〜3 回程度」、 子どもの年齢が幼

児」の保護者からの回答が多い。 

・「 おむつ交換室」は 住まいが近所」、 利用頻度が週に２〜3 回程度」の保護者からの

回答が多い。 

・「 着替え室」は 来訪頻度が１〜２ヶ月に一度」の保護者からの回答が多い。 

・「 ベンチなどの休憩スペース」は 子どもの年齢が幼児」の保護者からの回答が多い。 

・「 子どもや保護者が交流できる機会の充実」は 利用頻度が週に２〜3 回程度」の保護

者からの回答が多い。 

・「 充実した遊具「 複合遊具、インクルーシブ遊具など）」は「 住まいが近所、青葉区」 来

訪頻度が１〜２ヶ月に 1回」 子どもの年齢が乳児」の保護者からの回答が多い。 
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③ 来場者（子ども） 

＜シールアンケート＞ 黄：幼児、赤：小学生、青：中学生以上 

 

＜自由記述＞
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遊具 アスレチックするところ 

うんてい 

すべり台やジャングルジム 

ブランコ 

ジャングルジム付きのすべり台 

ジャングルジムとすべり台がいっしょになってるやつ 

まわるジャングルジム 

モンキーブリッジ 

今日やったゆうぐ 

運動 サッカーゴール 

ボールあそびができるところ 

ボールであそべるといい 

バスケがしたい 

野球がしたい 

やきゅう 

プールしたい 

体験 夏にカブトムシさがし 

夏にクワガタさがし 

虫さがしがしたい 

虫さがし 

たきびがあって、水を流したり、流しそうめんしたい 

水あそびがしたい 

水遊び 

虫とりができる 

たきびができる 

かきごおりをつくりたい 

おえかきするところ 

おえかき 

その他 ころころするのたのしかった 

お母さんとお父さんとあそんでもらうのがたのしい 

ゲーム 

おかしのおまけ 

おにぎりやさん、すべりだい、おもちゃ 

かきごおりをつくりたい 

トランプ 

コキアがいっぱいさいているところ 
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（２）一番町四丁目商店街 

① 来場者（保護者）単純集計 

 

＊回答者のうち 30 代が最も多く半数を占める。次いで 40 代が多い。 

 

 

＊回答者の約 7 割は女性である。 
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＊回答者の住まいは徒歩 15 分以内の近所が最も多く、近所を含む青葉区が約半数を占める。 

＊青葉区以外では市外が最も多い。 

 

 

＊「ほとんど来ない」「1～2 か月に 1 回程度」が同程度に多く、合わせて約半数を占める。 

＊「1～2 週間に 1 回程度」「週 2～3 回以上」を合わせて約 3 割を占める。 
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＊徒歩あるいは自動車が大部分を占め、自動車が最も多く、次いで徒歩が多い。 

＊徒歩および自動車以外では、地下鉄、バスが同程度に多い。 

 

 

＊買い物が最も多く、次いで他イベントが多い。 

＊買い物および他イベント以外では、当イベント、食事が同程度に多い。 
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＊幼児後期が最も多く約 4 割を占める。次いで幼児前期が多い。 

 

 

＊0.5 時間未満が過半数を占める。次いで 0.5～1.0 時間未満が多く、約 3 割を占める。 
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＊いずれの項目も「非常に満足」が最も多く、次いで「やや満足」が多い。 

＊特に 「アクセスしやすさ」の項目は、「非常に満足」が過半数を占める。一方、「遊び場の

環境」の項目では、「非常に満足」と「やや満足」はほぼ同数である。 

 

 

＊上位３つは 「子どもフレンドリーな店舗、サービス」「子どもの遊び場」「自由に利用でき

るキッズスペース」である。 
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設問 11 お気づきの点、ご感想など 

分類 件数 内容 

当 イ ベ

ン ト に

関 す る

要望 

3 件 ・どんな事をしているのか、どんな遊びをしているのか、親にもはっきり

わかるようなプラカードがあるとうれしい。もっと子供達に呼びかけが

ほしい。 

・雨の中大変だったと思います。雨が止んだ後も、ぬれたままの子供用の

イス等が多かったので、ふいて頂けると、より快適に過ごせたと思いま

す。 

・土日しか来られないが月に 1 回程開催してほしい。（いつもと違うおもち

ゃで遊べるので） 

そ の 他

の要望 

7 件 〇子供の遊び場に関する要望 

・天候に左右されない子どもの室内遊び場が増えると良いなと思います。 

・山形のようにたくさんあそびばがほしい。 

・仙台のまちなかには、子供の遊び場があまりないので、あったらいいなと

いつも思います。小学 1 年生の娘は楽しそうに絵をかいていて、このよ

うなスペースもいいものだなと思いました。 

〇子供と一緒に行ける飲食店に関する要望 

・子どもとゆっくり食事できるおしゃれなカフェやレストランがあればマ

マたちのお出かけスポットとして選択肢の１つになります。 

・小学生が楽しめる場があるともっとうれしいです。ファミレス、回転ずし

以外にも家族で食事ができたら、と思っています。 

〇子供用品の店舗に関する要望 

・アーケード内に西松屋、バースディなどの子ども服売場がほしい。 

〇子連れ目線のバリアフリーの整備と機能の増設に関する要望 

・段差はベビーカーでは大変なので、段差がない少ないと助かります。ベビ

ーカーで入れるトイレ、おむつ替え可能な場所が減って（フォーラス閉

店）しまったので、三越、藤崎の他にもあると、助かります。 
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当 イ ベ

ン ト の

感想 

9 件 ・楽しみにしていたので天気が残念でしたが、あそびの内容もとても満足で

きるもので良かったです。このようなイベントを、ぜひ続けていってほし

いなと思います。 

・雨でもあそべてよかったです。 

・アーケードでイベントがあると活気を感じる。 

・晴れていればすべて満足となりますが、雨なので・・・ 

・雨の中ありがとうございました。子どもが楽しめてよかったです。 

・雨でなかったら、もっとゆっくり遊びました。天気が残念でした。 

・雨の中ありがとうございます！ 

・雨の中、皆様おつかれさまでした。 

・買い物だけではあきてしまうので、こうした遊び場があると本当に助かり

ます！！ 

＊当イベントに関する要望、その他の要望、当イベントの感想に大きく分けられ、感想が最

も多い。 

＊天気に関する感想が多い。 

＊その他の要望では、子どもの遊び場に関する要望が多い。 
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② 来場者（保護者）クロス集計 

クロス集計の項目として、設問 10「一番町四丁目商店街にあったら良いと思う機能や施

設」と属性（住まい、来訪頻度、子どもの年齢）を対象として分析を行なった。 

 

 

※n 値の半数を超える回答があったものを赤色で表示 

＊ご近所 （徒歩 15 分以内）では、「子どもフレンドリーな店舗、サービス」、「自由に利用で

きるキッズスペース」、「子どもの遊び場」、「子ども向けのイベント」、「気軽に使えるトイレ

や授乳室などの設備」、「気軽に飲食できるスペース」、「ベンチなどの休憩スペース」が多い。 

青葉区（ご近所以外）では、「子どもフレンドリーな店舗、サービス」、「自由に利用できる

キッズスペース」、「子どもの遊び場」、「子ども向けのイベント」、「ベンチなどの休憩スペー

ス」が多い。  
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※n 値の半数を超える回答があったものを赤色で表示 

＊週２～３回以上では、「子どもフレンドリーな店舗、サービス」、「自由に利用できるキッ

ズスペース」、「子どもの遊び場」、「子ども向けイベント」、「気軽に使えるトイレや授乳室な

どの整備」、「気軽に飲食できるスペース」、「ベンチなどの休憩スペース」が多い。 

１～2 週間に 1 回では、「子どもフレンドリーな店舗、サービス」、「自由に利用できるキッ

ズスペース」、「子どもの遊び場」、「気軽に使えるトイレや授乳室などの整備」、「気軽に飲食

できるスペース」、「ベンチなどの休憩スペース」が多い。 

１～２ヶ月に 1 回程度では、「子どもフレンドリーな店舗、サービス」、「自由に利用できる

キッズスペース」、「子どもの遊び場」が多い。 

ほとんど来ないでは、「子どもフレンドリーな店舗、サービス」、「自由に利用できるキッズ

スペース」、「子どもの遊び場」、「子ども向けイベント」、「気軽に飲食できるスペース」、「ベ

ンチなどの休憩スペース」が多い。 
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※n値の半数を超える回答があったものを赤色で表示 

＊子どもの年齢が乳児の保護者は、「子どもフレンドリーな店舗、サービス」、「自由に利用

できるキッズスペース」、「子どもの遊び場」、「子ども向けイベント」、「気軽に飲食できるス

ペース」が多い。 

子どもの年齢が幼児の保護者は、「子どもフレンドリーな店舗、サービス」、「自由に利用で

きるキッズスペース」、「子どもの遊び場」、「子ども向けのイベント」が多い。 

子どもの年齢が低学年の保護者は、「子どもフレンドリーな店舗、サービス」、「子どもの遊

び場」、「子ども向けのイベント」、「気軽に飲食できるスペース」、「ベンチなどの休憩スペー

ス」が多い。 
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＜クロス集計まとめ＞ 

・「 子どもフレンドリーな店舗、サービス」、 自由に利用できるキッズスペース」、 子ど

もの遊び場」は属性によらず、保護者からの回答が多い。 

・「 子ども向けのイベント」は「 住まいが近所「・青葉区「・太白区」、 来訪頻度が週に２〜

3回程度「・とんどど来ない」 子どもの年齢が乳児「・幼児」の保護者からの回答が多い。 

・「 気軽に利用できるトイレや授乳室などの設備」は「 住まいが近所」、 来訪頻度が週に

２〜3回程度・１〜2週間に 1回程度」の保護者からの回答が多い。 

・「 気軽に飲食できるスペース」は「 住まいが近所「・泉区「・市外」 来訪頻度が週に２〜3

回程度「・１〜2週間に 1回程度「・とんどど来ない・全く来ない」 子どもの年齢が乳児「・

低学年・幼児＆低学年」の保護者からの回答が多い。 

・「 ベンチなどの休憩スペース」は「 住まいが近所「・青葉区」 来訪頻度が週に２〜3回程

度・１〜2 週間に 1 回程度・とんどど来ない」 子どもの年齢が低学年」の保護者から

の回答が多い。 
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③ 来場者（子ども） 

＜シールアンケート＞ 黄：幼児、赤：小学生、青：中学生以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※自由記述式アンケートの回答なし  
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（３）定禅寺通中央緑道 

 −

１ イベント時調査（来場者（保護者）） 

 

＊年代は 50 代であった。 

 

 

＊性別は女性であった。 
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＊お住まいはご近所（徒歩 15 分以内）であった。 

 

 

＊会場に訪れる頻度はその他であった。 
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＊移動手段は徒歩であった。 

 

 

＊仙台市中心部を訪れた目的は「施設等の利用」「散歩や運動」であった。 
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＊子どもの年齢は乳児(0-3 歳)であった。 

 

 

＊滞在時間は 0.5 時間未満であった。 
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＊会場の感想はイベントと連携した遊び場以外は普通であった。 

 

 
＊「自由に利用できるキッズスペース」「ベンチなどの休憩スペース」「子ども向けのイベン

ト」「子どもの遊び場」が選ばれている。 

 

※子どもアンケート（シール式・自由記述式とも）の回答なし 
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−２ 追加調査（来場者（保護者）） 

 

＊40 代が最も多く、約半数を占める。次いで 30 代が多い。 

 

 

＊女性が６割、男性が４割であった。 

 



 34 

 

＊回答者の住まいは徒歩 15 分以内の近所が最も多く、近所を含む青葉区が３／４以上を占 

める。 

 

 

＊「週 2～3 回以上」「1～2 週間に１回程度」「1～2 か月に 1 回程度」がそれぞれ同程度と

なっている。 
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＊「徒歩」が多い。 

 

 
＊「当イベント」が最も多い。 
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＊高学年が約３割と最も多く、次いで乳児前期、低学年であった。 

 

 

＊「子どもの遊び場」「子ども向けのイベント」「子どもフレンドリーな店舗、サービス」「気

軽に使えるトイレや授乳などの設備」「気軽に飲食できるスペース」「自由に利用できるキ

ッズスペース」が多い。 
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設問 9 お気づきの点、ご感想など 

分類 件数 内容 

そ の 他

の要望 

4 件 ・安全で飽きないイベントがあると良い 

・山形のべにっこ広場のような無料で遊べるところがあると嬉しい 

・ブランコが欲しい 

・まだミルクが必要な子供のための授乳室 ・お湯などが使えるスペースが

あると嬉しい 

 

※子どもアンケート（シール式・自由記述式とも）は実施せず 
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参考）アンケート票 

西公園 
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一番町四丁目商店街 
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 42 

定禅寺通 
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定禅寺通（追加調査） 
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ヒアリング結果  
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西公園プレーパークの会 

1. アンケート結果について 

・ アンケートでは、「子育て相談はプレーパークになくても良く、情報が入手できれば良い」との

意見があったが、利用者と日頃やり取りする中では気軽に参加できる雰囲気での子育て相談

の実施が求められていると感じる。子育ての悩みについて、予防医療的にプレーパークのつ

いでに気軽に利用できると良いのではないか。 

・ 今回のレイアウトでは子育て相談コーナーが飛び地になっている印象があった。わざわざ行

かなければいけないという心理的なハードルを下げるために、遊び場と近接する場所にあっ

た方が良いのでは。授乳室・おむつ交換室・着替え室用のコンテナについても同じような感

覚である。二子以上いる親の場合、遊んでいる子どもを目視で見守ることのできる位置が良

い。 

・ 雨の中での開催となったため今回のアンケートでは特に屋根のあるスペースへのニーズが高

かったのではないか。 

・ 屋根があるスペースは、子どもの遊び以外の公園利用者も使えるような空間だと良いのでは

ないか。 

２.参加者が遊んでいた状況の感想 

・ 雨の日に子どもを外で遊ばせたいという理由で、電車を乗り継いでわざわざ訪れた親子もい

た。初めは子どもを心配するが故に保護者がつきっきりという印象だったが、徐々に安心した

のか、少し離れた位置で見守るようなちょうど良い距離感になっていたのが印象的だった。 

・ 今回は幼児〜小学生までの子どもが多かったが、中高生になってからプレーパークにまた来

る子どももいる。幅広い年代の子どもにとって居心地の良い場所になると良い。 

・ 初対面同士の子どもたち（小学生くらい）が、はじめは人見知りをしていたが、途中から意気

投合して仲良く遊び始めたのが印象的だった。 

・ 子どもとどうやって一緒に外遊びすれば良いのか分からないという保護者が多く、プレーパー

クでの遊びや体験コンテンツが参考になったという意見もあった。家でも身の回りのものを使

って同じ遊びをできるという感想をいただくこともあり、自分たちとしても嬉しく思っている。 

 

３.実施企画に対する評価・ご意見・課題など 

・ Mopps とプレーパークの間をつなぐようにして、平行棒を設置できたら良かったのではない

か。 

・ キッチンカーやテーブルセット等を今回は中央広場へ設置したが、スケボー対策と歩道橋か

らの視認性という意味では、北側エントランス部分にあっても良かったかもしれない。目的の

設定次第ではどちらの場所もあり。 

・ 遊びコンテンツはプレーパークまでの導入として良かった。授乳室・おむつ交換室・着替え室

も設置されたことで、初めて訪れる来場者の安心感につながったと思う。 

・ プレーパークでも常連の親子がいることで、初めて来たような親子も溶け込めたということがあ
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った。 

・ コロナ禍の影響で、家で食事する家庭が多くなったこともあり、普段のプレーパークでは午前

午後で利用者が入れ替わることが多いが、今回は昼またぎでいる人が多かった。キッチンカ

ーでおにぎり屋が来てくれていたことが大きい。 

 

４.設置した設備等の評価（常設化へのご意見を含む） 

・ 授乳室・おむつ交換室・着替え室の利用が少なかったのは、雨天でそもそも利用する年代の

子どもが少なかったことが影響しているのでは。また、場所がプレーパークと離れていたこと、

中の様子がわからなかったため、利用するのに勇気が必要だったのではないか。また、雨で

濡れているのに入って大丈夫かという遠慮もあったと思う。 

・ 授乳室・おむつ交換室・着替え室単体の機能だけでなく、普段は別の使い方もされていて、

必要な時だけそのように使えるという方がいいのでは。通常時は開放的な造りになっていて、

授乳室・おむつ交換室・着替え室として利用するときだけ、目隠しができるようになっていると

中の様子がわかって良いのではないか。 

・ 常連の利用者は既存の多目的トイレを使っていたので、授乳室・おむつ交換室・着替え室に

ついて宣伝する機会があまりなかった。初めての利用者２組には授乳室・おむつ交換室・着

替え室の有無を尋ねられたので案内した。 

・ 普段、利用者の様子を見ていると、今の保護者は子どものおむつ替えを頻繁に行わないよう

に見受けられるが、子どものことを考えると、おむつ交換室はあった方が良い。もし設置場所

を選べるのであればプレーパークの会場中が良い。おむつ交換室を利用する保護者は子ど

もを複数連れていることも多く、少しの距離の移動が大変なので、なるべく活動場所と近くに

あると良い。 

・ キッチンカーや飲食機能（カフェなど）は常設であると良いと思う。単体で飲食機能があるとい

うより、授乳室・おむつ交換室・着替え室やその他の機能も入っており、多少汚れていても気

兼ねなく使えると良いと思う。 

・ 西公園内のベンチは稼働率が高いので、もっとあると良い。また、今回設置したような、出し

入れができるテーブルセットなどもあると良い。 

・ ベンチの上にタープが貼られていたのが良かった。 

・ 常設の屋根空間を設置するとするならば、あづまやのような設えでは一家族しか使えないた

め、ある程度大きさがあるものが良い。榴岡公園の大屋根のように、３家族は共存できるような

サイズ。旧図書館があったあたりにあると良い。 

・ 屋根に加えてウッドデッキもあると良いと感じた。乳児をハイハイさせつつ、幼児の子を遊ば

せられるような設えだと良い。 

・ 今回、のぼりを立ててもらったことで、視認性が向上したのがとても良かった。のぼりを市から

借りることのできるシステムのようなものがあると良い。マンパワー的に毎回返すのが厳しいの

で、そこにも配慮してもらえると良い。 
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・ インフラ関係としては、プレーパークの近くに水道があると良い。今は中央広場からポリタンク

で運んでいるが、子どもたちの水遊びですぐなくなってしまうので、負担が大きい。 

・ 普段の活動ではあまり使わないが、電気があればできることの幅が広がると思う。また、利用

する子どもたちの年齢の幅を広げて考えると、電気があると良いかもしれない。すでに西公園

は放課後の中学生の遊び場となっている。 

 

５.活動する上での課題 

・ 人材と資金が課題と感じる。西公園プレーパークの会は全員が完全ボランティアで活動して

いる。仙台市によってプレーリーダー養成講座が実施されているものの、その人たちを雇うこ

とができない。今年は人材不足のため、開催日数を減らした。利用する子どもたちにとって

は、プレーリーダーが変わると遊び場に対する心理的な安心感が薄れてしまう。また、地域の

方に説明する窓口も信頼関係が重要なので、できるだけ継続して同一人物が担うべきと考え

ている。 

・ これまで活動を継続してきて、プレーパークの活動の輪が広がっていることを嬉しく感じてい

る。他団体とは日頃から情報交換したりとよく交流している。各団体の悩みや課題は団体の

規模や活動頻度によって違うものがある。 

・ 西公園 PP の会としては、これまで培ってきたノウハウの発信や他団体との連携なども深めて

いく必要があると感じるものの人が足りず・・・という状況。年間100日以上開催を掲げる中で、

完全ボランティアでというのは難しいので、有償スタッフを雇うための補助等があると良い。 

 

６.遊び環境の充実に向けて 

・ 西公園は開園から 150 年が経っているので、樹木が古くなってきているように感じる。少しず

つ更新されると良いと感じた。樹木の点検と、中長期を見据えた植栽計画について市と考え

られるならば嬉しい。 

・ 最近はコミュニケーションが発生するのが嫌で遊び場に行かないという保護者も多く、彼らは

遊び場に関する情報を得ることができないという負のスパイラルが起きている。そういう人たち

への情報発信のあり方について考える必要があると感じる。 

・ 従来は日常的に使われていた児童館でも、最近はイベントがないと人が来ないと聞く。児童

館は小学生メインの利用となっており、乳幼児連れは行きづらいようだ。 

・ 西公園周辺にはいくつか小規模保育園があるが、西公園が園庭として利用されている。利用

がバッティングしていることもあるが、西公園は広いのでうまく活用されている。プレーパーク

を開催していると、家で一人になるのが嫌で帰りたくないという小学生が来ることもあって、心

配している。 

・ 都心部では歩いて行ける遊び場が限られているので、利用者が集中してしまう。遊び場内に

ゆとりがあると良いという親子連れは西公園に来ることが多い。 

・ 仙台市では小学生が学区を超えて遊びにいってはいけないというルールがあり、制限になっ
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てしまっているところがある。せっかく都心部で児童館やメディアテーク、西公園などの施設

があるので、回遊できるようになるとよいが・・・ 

・ 子どもの遊び場は選択肢がたくさんあると良いと思う。西公園のような屋外の遊び場だけでな

く、屋内の遊び場、賑やかな遊び場、静かな遊び場・・・など、子どもの特性に応じたさまざま

なシチュエーションの遊び場があると良い。 

・ 子どもに直接届く情報発信・情報の吸い上げができると良いと思う。親からの意見の吸い上

げだけでなく、子どもの意向が聞けると良い。 

・ 子どものやりたいことを実現させられる場所・それを寄り添ってサポートしてくれる大人が必要

と感じる。その役割は学生ボランティアでは担うのが難しいと感じており、専門的に訓練を積

んだスタッフが必要である。学生たちも活動を通して訓練を積み、見守る立場に変わっていく

サイクルができると良いが。 

・ まちなかに子どもの遊び場があって良い、子どもがいて良いというメッセージが全体的に広ま

っていることが必要ではないか。ちょっとした子どもの居場所・遊び場、子どもがただ佇める環

境を整え、子どもの姿がいつもまちなかにあるという状態を作れると良い。 

 

    以上 
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特定非営利活動法人せんだいファミリーサポート・ネットワーク 

1.アンケート結果について 

・ 調査中、糸幸毛糸店の方からはこういった取り組みがあると良いという声があった。 

・ 市民広場で行われていたハイウェイフェスタからは多く人が流れてきたという感覚があった

が、More TOHOKU マルシェとはあまり連携できなかったように思う。アンケートを依頼する際

に、クーポンをマルシェで使えるという案内ができたのはよかった。3 日目（9 月 22 日）はマル

シェの実施がなく、クーポンの使用先が西公園とオクトーバーフェストと親子連れには遠かっ

た。 

・ 今回、参加者の滞在時間が短かったのは主に雨が原因だと思う。ブランドームの ZARA 前で

実施する際は１〜2 時間ほど滞在する親子が多い。また、アンケートをお願いするタイミング

が遊び始めてから 30 分後くらいが多かったので、その時点で回答した人が多かったようにも

思う。 

 

2.「遊び場せんだい in まちなか」について 

・ アンケートの回答にも「どのようなことをしているか分かるようにプラカードがあると良い」とあっ

たが、のぼりがあってもここで遊んでいいのか戸惑っている人が多かった印象。 

・ 来場者は雨でも遊べるということに驚くとともに、新たな発見につながったのではないか。思

いがけないところで遊べたという体験は概ね好意的に受け取られていたように思う。 

・ 夫婦で来ていて、父親が子どもの遊びを見守り、母親が三越に買い物に行くようなシーンも

見られた。 

・ 場所自体について、屋根はあると良いと感じた。乳幼児だと、雨天時に屋根がないとほとんど

活動できない。買い物のついでに寄ったという親子が多かったので、汚れることにかなり気を

遣ったのではないか。 

・ 市民広場のイベントに引っ張られたところもあると思うが、雨の中ではあったが一定の来場が

あったという印象。宝飾店から出てきた親子や発表会帰りの子どもなども遊びに立ち寄るな

ど、一番町四丁目商店街の立地ならでは偶発的に訪れた来訪者も多かったように感じた。 

・ 遊びコンテンツの組み合わせとしてはとても良かった。自然の遊びや水遊び、道路の落書き

など普段できないことができたというのが、子どもたちが楽しめたのでは。 

・ 来場者数は雨が降らなければ相当数が見込めたのではないか。逆に、子どもの数が少なか

ったがゆえに、子どもたちは心ゆくまで楽しめたので満足度は高かったと思われる。 

・ 商店街イベントの連携効果はあまり見込めなかったが、市民広場とのイベントからの送客効

果は感じた。もしイベントの飲食コーナー等があってそこに遊び場があるなど、場所が近接し

ていたら違ったと思う。 

・ MoreTOHOKU マルシェは別のイベントが近隣で実施されているという雰囲気で、あまり連携

できなかった。同時開催に留まった印象を受ける。もし企画内容を共有するなど積極的に連

携できるような雰囲気があれば、こちらからマルシェの売っているものを宣伝するなど、相互
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に楽しめる雰囲気になったと思う。今後、イベント主催者がイベント時に子どもの遊び場コー

ナーを設置する流れにつながると良いと感じた。 

・ もし将来的に長期間実施することがあれば、エスパル仙台等にあるような簡易のおむつ替え

スペースが近くにあると良い。子どもが 2 人以上いると連れて移動するのが難しい。 

 

3.団体の活動について 

・ 昨年、子育て世代目線の仙台まちなかのマップを作成した。その際の調査で、「アーケード

商店街内のドラッグストアでは紙オムツや粉ミルクが販売されていない」、「エレベーターで上

がれるお店がほとんどない」こと等が分かった。まちとして子どもや子育て世代を受け入れる

体制ができていない。10 年以上前に同様のマップを作成した際には、子ども連れで行きやす

い店舗は複数あったが、コロナの影響や高齢化等の影響を受けて、ここ数年で減ってしまっ

たと感じる。 

・ 錦町公園等まちなかの公園でプレーパークをやろうとしても、イベント利用で埋まってしまっ

ていたり、タバコの吸い殻が多かったりと、子どもの遊び場になっていないと感じる。 

・ 親の支援を主なテーマとしてきたが、最近の親は子どもの遊ばせ方がわからないという人が

多い。親に遊び方を教えるという意味で子どもの遊び場をやっている。子どもの遊びの環境

が乏しくなっていることについて考えるべき。 

・ 外遊びは子どもの生育にとって良い影響があるので、大切にしたいと考えている。外遊びが

できる環境を増やすべきということは、青葉区長にも伝えている。 

・ 天候に左右されない子どもの遊び場が増えると良いという意見がアンケートでは多かったが、

どんな天候でも遊べるということを知ってもらうことも大事だと思う。本来子どもは何もないとこ

ろでも遊ぶことができるが、親は何かを与えないと遊べないという意識が強くなっているように

思う。 

・ 街のプレーパークは助成金を活用して年 4 回程度（ブランドーム ZARA 前、メディアテーク、

宮城県庁）実施している。それとは別に自主事業としても年複数回実施している。 

・ 外遊びもできる場所に室内遊びもできる施設が隣接されると、いざという時に行き来できて良

い。若林区ののびすくは公園が隣接しているのが良いと思う。 

・ 街のプレーパークについては仙台市の助成金を活用している。道路を使うにあたり、商店街

の許可を得て、仙台市に申請書を出して、そこから警察に行くという手続きを毎回踏む必要

があり、負担が大きい。ワンストップ窓口のようなものがあると良い。 

・ ブランチ仙台は子どもが水遊びできるスペースがあり、イベントが頻繁に行われており、駐車

場もあるので、親子連れは 1 日楽しめてとても良い施設と思う。まちなかには水遊びできると

ころがない。例えば、商店街の空きスペースで水遊びができるようになると、買い物ついでに

立ち寄れて良いのでは。東口の宮城野通や勾当台公園にも水場があり、昔は子どもが遊べ

たが、O157 が流行したのを機に使われなくなってしまった。 

・ 最近は地域の方に見守られて子育てをするという感覚がなくなってきているが、商店街など
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身近な場所に遊び場があると、何気ない会話が生まれやすく良いのではないか。 

・ 荒町商店街は子どもを巻き込んだ取り組みを精力的に進めているので参考になると思う。学

院大や地域のホテル等を巻き込んでハロウィンイベントを実施するなどしている。 

・ 街のプレーパークを始める際に、仙台市の職員が間に入ったことで、商店街関係者との調整

がうまくいった。地域の方と事業を進めるシチュエーションが起きた場合に、調整してもらえる

と良い。 

 

4.まちなかにおける遊び場環境の充実に向けて 

・ 一番町四丁目商店街には子どもを連れて楽しめる店舗が少ないように思う。のびすくに来る

親と話をしていると、「子ども用の服を買うことのできる場所がまちなかにない」という声を聞く。

また、今時間があったら何がしたいか？と聞くと、「カフェでゆっくりしたい」という声をよく聞く。

藤崎のケヤキカフェは子ども用の食事が安く提供され、子どもがたくさんいるので騒いでも気

にならないので、親子連れが集まっている。まちなかには他にそのようなお店がない。 

・ まちなかにマンションができているので、若い世代は増えているようだが・・・のびすくに来る人

も歩きがほとんど。ただ、買い物等はまちなかではなく、郊外に行って済ませていると思われ

る。 

・ 今後、イベント連携の可能性はあると思う。物理的に距離が近いこと・内容に関連があること

で、良い連携につながるのではないか。イベント事業者からの声がけがあれば遊び場を実施

してみたい。 

・ 仙台の街は子どもに優しくない、子育てしにくいという印象を持たれていると肌で感じる。それ

を払拭していくためには、市としても各局連携して本腰を入れる必要があるのではないか。 

・ まちなかには小学生が遊べる場所がない。旅行で訪れていた家族から、子どもを遊ばせる場

所がないという声も聞く。博物館や美術館など子どもが楽しめる空間もあるが、あまり打ち出さ

れていない。 

・ 大人から子供まで楽しめる目玉となる施設がまちなかにあると良いのでは。知人が高松市で

おもちゃ美術館を開設したが、子どもの遊びの要素に加えて物産や伝統工芸など複数のコ

ンテンツを兼ね備えており、様々な人が楽しめる場となっている。 

    以上 
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株式会社ユーメディア 

Ⅰ 子育て世帯の来訪促進について                                                         

1．来訪促進のターゲットとして、「子育て世帯」に対する捉え方 

・当社が主催している仙台オクトーバーフェストでは、子育て世帯を明確にターゲットに捉え

ている。コアなターゲットである「ビール好きの層」の来場はアッパーに達しており、新規

開拓として「ビール好きだけど来場できない層」の一つとして子育て世帯をターゲットに設

定し、会場へキッズスペースを設けた。オクトーバーフェストは収益事業であるが、このイ

ベントを通して“地元の魅力の磨き上げ”を目指しており、「仙台っていいな」と思っていただ

けるよう、子育て世帯など比較的若い世代にも来てもらえるよう取り組んでいる。 

 

 2．子育て世帯の来訪促進を目的とした工夫や取り組みの実績について  

・例えば環境をテーマとするような真面目なイベントを委託業務で開催する際、あえてテーマ

とは切り離して子どもに喜ばれるアニメキャラとコラボし集客性を高めるような提案を行っ

たことがある。真面目なイベントの場合、コンセプトとの親和性で企画内容を限定すると来

場者層が固定化・矮小化してしまうため、あえて広く楽しめるような企画も付加することで

子育て世帯も含めた来場を訴求することを考えた。 

・また、市民広場周辺で実施した社会実験では、交通規制したつなぎ横丁の入り口に mopps を

置くことで道路で遊ぶという非日常性を演出しつつ子どもの遊ぶ姿をアイキャッチとし賑わ

いを作り出すようなコンテンツとレイアウトの工夫を行なった実績もある。 

・移動式遊具である mopps はイベントとの親和性は高いもののレンタル料が高く、収益イベン

トではコスト面で合わない側面がある。 

・オクトーバーフェストを開催している錦町公園に遊具が設置された際、イベントのレイアウ

ト上、邪魔に思えたが、遊具周りをキッズスペースとして設えた結果、自前で遊具を調達す

る手間を省くことができた。公園の遊具環境をうまく活用したイベント運営の可能性を感じ

ることができた。 

 

3. 子育て世帯の来訪促進に向けた課題や期待する支援策について 

・一昔前、デパートの屋上は子どもの遊び場だった。街中に来たときにそれが楽しみの一つだ

った記憶がある。現在、百貨店は苦境に立っているが、ネット通販にはないリアルの強みと

して屋上（や空いた空間など）を活用した遊び場の可能性があるのではないか。子育て支援

団体と連携して遊び場を運営できれば面白いと思う。商業者と子育て支援団体とが連携する

状況を作り出せるならば可能性があるのではないか。 

 

Ⅱ 子どもを対象としたイベントについて                                                    

1.子どもを対象としたイベントの開催実績について 

（主催または共催。コンテンツの一つとしての実施も含む） 
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・子どもを対象とした収益イベントの主催・共催の実績はない。（委託イベントでは実績あり） 

・収益イベントにおいて、コンテンツの一部として開催した実績は次の２事例。 

①仙台オクトーバーフェストでのキッズスペースの設置 

お酒以外でも楽しめるよう、錦町公園の遊具周辺（イベント無料ゾーン）に親子で飲食で

きるテント・ベンチやおもちゃ・マット（イケア協賛品）を設けたキッズスペースを設置 

②仙臺横丁フェスでの縁日屋台の出店 

子どもも楽しめるよう射的やスーパーボールすくいといった縁日屋台を出店 

 

-1 （上記 1 で実績がある場合、）開催の成果や課題、参加者からの反応等 

・オクトーバーフェストではキッズスペース脇で WS も開催したのだが、子育て世帯の来場者

からはキッズスペースや WS があるから子連れで来たという声も聞かれた。オクトーバーフ

ェストはアルコールイベントのため子どもは暇になってしまうが、子ども向けコンテンツを

用意することによる来場効果を感じられた。 

・なお、オクトーバーフェストの来場者のアンケートでは、「今後充実してほしい内容」という

設問に対し、「キッズスペースなどファミリーが来やすくなる工夫」に１３％の回答があり、

潜在的なニーズを実感している。 

・課題としては、授乳室の確保がある。内部が透けないような専用の授乳室を用意しようとす

るとコストが嵩んでしまうことから設置が難しく、現在は救護所に案内している。また公園

の多目的トイレも壊れていて使えない場合が多い。 

・また、子育て世帯向けのスペースはある程度のスペースを確保しなければならず、レイアウ

ト上の制約にもなっている。ピーク時には席がすぐ埋まってしまう現状がある。 

 

 

2．子どもの遊び場を展開する団体等との連携について 

-1 イベントでの連携の可能性（親和性の高いイベントの種類・内容は？） 

・連携の可能性は大いにある。ファミサポのような子育ての専門性を有する団体と連携するこ

とで、親が目を離しても安心して楽しめる状況を作れるならばイベント側としても助かる。 

・また、ファミサポなどが自身のネットワークを通じて子育て世帯向けへ広報をしてもらえる

ならばイベント側としてもメリットが大きい。イベントイメージも良くなる。水族館や動物

園などに飽きた家族向けの新機軸として、“大人も子どもも楽しめるイベント”は可能性があ

るのではないか。 

・また、子どもが楽しめないイベントでも連携しがいがあると感じる。ただし、子どもを預け

て親がお酒を飲むかというと、感覚的にはそぐわないようにも思う。屋内で開催するセミナ

ーやコンサートなどであれば親和性は高いだろう。実質は託児として使われたとしても遊び

場とすることで利用者もポジティブに活用できるのではないか。屋外イベントの場合は託児

というよりは大人も子どもも一緒に遊べる内容の方が需要あるように思う。 
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・一方、ファミサポのような子育て支援団体について存じ上げないので、連携を促進するよう

な情報入手や仲介の仕組みがあれば良い。 

 

-2 子どもの遊び場の定期的な開催の可能性 

・例えば一番町四丁目商店街で開催している 「Bang BAR SENDAI」では、子どもの遊び場を定

期的なコンテンツの一つとすることはあり得る。定期開催とすることで“ファミリーに優しい

イベント”というイメージづけもでき、利用者からの印象も変わってくる。 

 

3．子どもを対象としたイベントやコンテンツを開催するにあたっての課題 

・子ども向けコンテンツを用意するには安全性の高いレイアウトの確保が必要となり、収益イ

ベントのメインエリアとの両立に課題がある。特に商店街の場合はスペース確保に物理的な

制約（広さや視認性の確保など）が多い。 

・授乳室などサポート設備のコストがかかってしまうこと。 

・子ども向けのコンテンツを実施できる専門性のある方が限られること（ネットワークも持っ

ていない）。 

・郊外イベントでは問題とならないが、まちなかの場合は駐車場問題（料金、利用しやすさな

ど）もある。 

 

4．子どもを対象としたイベントやコンテンツに対し期待する支援策 

・子育て世帯向けのイベントやコンテンツに対する広報支援 

・イベント主催者、連携する子育て支援団体、市がコストなどをバランスよく負いあえる仕組み

（補助制度など） 

・思い切ったアイデアとしては、公園などで開催する一定の集客イベントに対し、（遊び場に限

らず）子育て世帯への配慮やコンテンツを義務化すること。それが根付くまでのコストなどの

支援をしてもらえるとありがたい。（これによる副次的な効果として、イベントのクオリティ

コントロールが働き、ノウハウを持ったイベント主催者が公園の予約を取りやすくなることに

も繋がる） 

以上 
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Sendai Development Commission 株式会社 

Ⅰ 子育て世帯の来訪促進について                                                         

1．来訪促進のターゲットとして、「子育て世帯」に対する捉え方 

・仙台コーヒーフェスは若者層が主な来場者であり、子育て世帯をメインターゲットとはして

いない。 

・なお、2016~2021 年まで計１５回ほど肴町公園で開催していた 「DAYOUT！」は、子ども・

子育て世帯を対象とするイベントである。 

 

 2．子育て世帯の来訪促進を目的とした工夫や取り組みの実績について  

・仙台コーヒーフェスでは子育て世帯向けの工夫等を特に行っていない。 

 

3. 子育て世帯の来訪促進に向けた課題や期待する支援策について 

・仙台コーヒーフェスとしては特にない。 

・定禅寺通は通路の排水が悪く、給水がない、電気が少ない、通路が狭いなど、イベントの開

催は難しい場所である（特に飲食イベントは制約が多く、コーヒーフェスでは沿道のビルの

協力により給水や飲食残渣の廃棄の協力が得られたため実施できている）。 

・ただしあれだけの緑陰空間は他になく、日陰やある程度の雨もしのげるのは魅力的である。

当面は定禅寺通再整備工事でコーヒーフェスは別の場所で実施するが、再整備後はインフラ

が強化されると伺っており期待したい。 

・また、平日であれば小学生は他学区へ遊びに行けないため、定禅寺通は週末メインの使われ

方になるのではないか。そのときに親が安心して子どもを連れて楽しめる環境であるかが重

要であり、沿道の公共施設（SMT 等）や民間ビルがトイレや授乳室を開放するなど、“ベビ

ーファースト”な取り組みがなされると子育て世帯も来訪しやすくなり、定禅寺通での普段の

散歩やイベント開催も増えると思う。 

 

Ⅱ 子どもを対象としたイベントについて                                                    

1.子どもを対象としたイベントの開催実績について（主催または共催。コンテンツの一つとし

ての実施も含む） 

・現在は開催していないが、2016~2021 年にかけて「DAYOUT!」というイベントを肴町公園

で計１５回開催していた。 

・ 「DAYOUT！」では、以下の子ども向けのコンテンツ等を実施した。いずれもメンバーに現

役保育士や現役ママがおり、彼女らのアイデアを実行したものである。 

   - キッズペイント（子どもが遊具に好きな色のペイントを行う企画。塗装補修を兼ねてい

る） 

- 石ペイント（公園の石に子どもが自由にお絵かき、ペイントする企画） 

- 子ども屋台（子どもが店員となる屋台） 
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- リトルフリーライブラリー（自由に利用できる常設の本箱） 

    - 授乳室・おむつ替え用のテントの設置 

   - 近隣ビルの協力によるトイレの開放 

 

-1 （上記 1 で実績がある場合、）開催の成果や課題、参加者からの反応等 

・来場者、出店者からの反応はとても良かった。集客よりもアットホームな雰囲気を大切にし

たことで、出店者のリピートも多く、また出店者自身も子どもを連れてくるなどしていた。 

・子ども屋台も毎回満員、キッズペイントも塗るところがなくなり何度も重ね塗りされるほど

であった。石ペイントも自分が塗った石を後日また見にくる子どももいた。 

・これまでの肴町公園は暗く怖い印象だったが、このイベントを行った結果、近隣の保育園も

肴町公園で遊ぶようになった。ただし、園長先生に伺ったところ肴町公園のトイレは衛生的

に難があり園児には使わせておらず園に戻るまで我慢させているとのことであった。 

 

2．子どもの遊び場を展開する団体等との連携について 

-1 イベントでの連携の可能性（親和性の高いイベントの種類・内容は？） 

・仙台コーヒーフェスの会場である定禅寺通ではスペースに余裕がなく遊び場を設けることは

難しい。あるとすれば一番西端の緑道ブロックが考えられるが、イベント会場とブロックが

離れるためイベントとの一体感が弱く、視認性も悪いことから現実的ではないだろう。 

 

3．子どもを対象としたイベントやコンテンツを開催するにあたっての課題 

・定禅寺通は遊び場として十分なスペースがない。通路幅が狭く通行者との交錯の不安や、親

も安心できる視認性を確保するレイアウトづくりが難しい。 

・また、子育て支援団体との連携を考えた場合、民間同士での取り組みとなるからこそ収益を

出せるかが重要。良い取り組みだからこそ赤字にせず、黒字を積み重ねられないと継続はで

きない。 

 

4．子どもを対象としたイベントやコンテンツに対し期待する支援策 

・SDC としては子どもに向けたメッセージのある取り組みを実施したい気持ちはあるものの、

それは法人として収益の柱があってこそできるものと考えており、現在は難しい状況。 

・子ども向けの取り組みを継続して実施していくには （西公園プレーパークの会のように）専用

のスタッフが必要であり、場所（建物）も必要となる。 

以上 
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一番町四丁目商店街振興組合 

Ⅰ 子育て世帯の来訪促進について 

1.来訪者の基本属性 

・ 女性の来訪が多いが、過去のデータと比べると男女の割合は縮まっている。男性は通勤通

学と国分町へ行く際に通っている。女性は午前中と１4〜15 時の通行量が多く、年代は 20 代

〜40 代まで幅広である。おそらく周辺のマンション住民が藤崎・三越へ買い物に行く際に通

っている。ファミリー層までは把握できていないが、おそらく割合として少ない。土日は郊外の

ショッピングモールに行く家族が多いのではないか。 

 

2. 来訪促進のターゲットとして、「子育て世帯」に対する捉え方 

・ まちなかには子どもを預かる場所が少ない。一番町四丁目商店街（以下、商店街と記載）に

新築の建物ができたら、そこに保育施設等が入ってほしいと思っているが、リーシングは難し

いようだ。９月の社会実験を見て、まちなかで子どもがリラックスして遊べる空間・時間がある

のは良いと感じた。 

 

3. 子育て世帯の来訪促進を目的とした工夫や取り組みの実績 

・ １0 年ほど前まで、毎年 5 月 5 日（子どもの日）に「なんじゃもんじゃ広場」という子ども向けの

イベントをやっていた。元々は、商店街に住んでいた商店主が多く、自分たちの子どもを遊ば

せるために始まったもの。なんじゃもんじゃ広場では、SL を走らせたり、不要となった大判の

紙を道路に敷いて自由に絵が描けるようにしたりしていた。９月の社会実験で、子どもたちが

道路上に喜んで絵を描いている様子を見て、子どもの遊びは変わらないと感じた。 

・ 個人的には、商店街で花火ができたら面白いと思う。子どもも大人も楽しめるのでは。他に

は、商店街に人工芝を敷く、砂場を作る、サッカーができるようにするなどできたら面白い。こ

れからアーケードが撤去されることもあり、商店街を公園的に使ってもらえると良いと考えてい

る。 

・ 最近は周辺にマンションが増え、また子どもが増えてきているので、バンバル仙台で親子連

れが楽しめるようなコンテンツができないか検討している。 

4.子育て世帯の来訪促進に向けた課題や期待する支援策 

・ 遊具などの貸し出し等の支援はあると良い。子ども向けイベントを実施する際に 10〜20 万円

程度の補助金があると良い。 

 

Ⅱ 子どもを対象としたイベントについて 

1. 子どもを対象としたイベントの開催実績 

・ 実績はなんじゃもんじゃ広場のみ。商店街にはもともと子どもの遊び場を作ることに対して理

解があるが、今は何かあったときの責任が問われる時代なので、子どもを預かったり食べ物を

渡したりというのは難しい。また、数年前まで秋に商店街でオセロ大会を開催しており、オセロ
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連盟に入っている小学生・中学生に参加してもらっていた。 

 

1-1. 開催の成果や課題、参加者からの反応等 

・ なんじゃもんじゃ広場が開催されていた頃は、自分は一子どもとして遊んでいたが、非常に

楽しんでいたし、まちなかの子どもたちがこぞって遊びにきていた。1 年に 1 回だけ、子どもが

主役になるという特別感があった。 

・ なんじゃもんじゃ広場では、SL に乗るのに切符を用意するなど、実社会に近い体験ができる

ように工夫されていた。関連して、商店街でキッザニア的なイベントができたら面白いのでは。 

 

Ⅲ .子どもの遊び場を展開する団体等との連携について 

2-1.イベントでの連携の可能性＆2-2.子どもの遊び場の定期的な開催の可能性 

・ バンバルとの連携は考えられる。そのほか、物産市等とも連携も考えられるのでは。実施に当

たってはハードルがありそうだが、親子向けの芋掘り体験や袋詰め体験などができたら面白

い。 

・  

2-2. 子どもを対象としたイベントやコンテンツを開催するにあたっての課題 

・ 商店街として、子どもたちに何を望まれているのかがわからない。また、今の時代は子どもの

接し方が難しいと感じるので、子ども向けのイベントをやりたい団体に入ってもらい、商店街は

場所・資金・物を提供するという役割分担が良いと思う。営利を目的としない内容で経費があ

まりかからないイベントであれば、商店街からテント等の物品の貸し出しは比較的すぐにでき

ると思う。 

・ 単体で遊具置いて遊ばせることはできそうだが、コラボは課題あるかも。ただ、コラボするか、

お互いのメリットがないと子どもの遊び場やろうとはならない。 

・ たまたま通りがかった親子連れが立ち止まって遊んでくれるような仕掛けやゆっくりできるよう

な雰囲気づくりができると良い。バンバルの開催目的も通行量ではなく、滞留時間の増加を

目指している。 

・ 広報に課題があるため、力のあるイベントとの連携ができると良い。昨年、青葉区民まつりを

商店街で実施した際に、場所が限られているので、ミニ SL などできないコンテンツもあるとの

ことだったが、継続して実施しないと参加者に忘れられてしまう。また、スタンプラリーも単純な

ものだとつまらないので、宝探し的な要素を取り入れたり、昔の写真と比較して場所を探して

もらうなどの工夫をしてはどうかという提案はした。 

・ 子どもを対象としたイベントを実施することは、店舗側もウェルカムであると思う。 

 

2-2. 子どもを対象としたイベントやコンテンツに対し期待する支援策 

・ 子どもや子ども向けのイベントを実施したい団体等との接点を持てる機会があるとよい。子ど

もたちに何をやってみたいか、直接聞いてみたい。 
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Ⅲ そのほか、ご意見など 

・ 商店街で実施する子ども向けのイベントのアイデアとして、例えば、子ども服の交換や不要に

なったものの譲渡会などできると良いのでは。子どもの発表の場としての活用も良いと思う。

会津で実施しているジュニアエコノミーカレッジという、子どもが会社を作って商売するという

イベントを商店街で実施したことがある。子どもたちが考えたことを企画・立案してもらい、それ

が承認されたらお金がついて実現されるという体験をしてもらえると良い。社会や経済活動に

紐づいた勉強・学びを商店街で実施できると良い。 

・ 商店街に長く滞在してもらえれば、必然的に消費につながるので、自由にやってもらいたい。

平日・休日によらず、空いていれば使ってもらって良い。対象とする子どもの年齢層は幅広で

良いと思うが、小学校高学年の子どもたちには、一番町四丁目商店街がどのような商店街か

伝えられると良い。 

・ 「まちのために」というのも良いが、純粋にまちを使って遊んでほしいという気持ちがあるの

で、商店街を舞台に何かやってみたいことを考えてもらう方が良いのでは。感覚的には商店

街を公園だと見立ててもらって良い。 

・ 商店街にコラボ企画として持ち込まれる内容は、相手方が気を遣って実施しやすい形で持ち

込まれることが多いが、シンプルにやりたいことを持ち込んでもらって良いと思っている。 

・ 今、商店街には子どもがいないので、毎年夏に実施している金蛇水神社の子ども神輿の担

ぎ手が足りない。去年から東二番丁小学校に打診しているが、なかなか人数が集まらない。

その勧誘という意味でも子どもたちと接点を持ちたいと思っている。 

・ 子どもたちを巻き込む上で、学校のクラブ活動のテーマとして活動してもらえると良いのでは

と思うが、学校に一から話を通すのはハードルが高い。 

・ （中高生の放課後の居場所づくりとして、）商店街は駅から遠いため中高生は足を運びづら

いと思う。また、中学生が放課後遊んでいると指導されるという話も聞く。子どもたちの活動が

どこまで許されているのか分からないので、商店街としてウェルカムと言いにくい。中高生の

視点で商店街にあったら良いものとして、放課後の居場所などがあるのであれば、声をあげ

てもらい、可能な限り対応したいとは思う。 

 

以上 
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一般社団法人まちくる仙台 

Ⅰ 子育て世帯の来訪促進について                                                         

1．来訪促進のターゲットとして、「子育て世帯」に対する捉え方 

・まちくる仙台には魅力向上部会があり、３～４年前に子育て世帯への対応について話題が出

たことがある。アイデアとしては「ベビーカーシェア」で、吉祥寺や八王子などへ視察を行

ったところ駅や百貨店、駐輪場に近いエリアで需要あるとわかったが、実際仙台の中心部商

店街でもそれが求められているのか需要面の見込みが立てられず実行には移せなかった。 

・部会員の方が自ら一番町にのびすくの民間バージョンのような施設を作ったが、需要はあっ

たものの対応しきれず閉じてしまった。例えばお母さんが美容室に行っている間にお父さん

と子どもが過ごせる場所があれば理想的である。 

・商店街で子育て世帯にどのように過ごしてもらうか、郊外店との差別化をどう図れるのかと

いう課題感はあるが漠然としている状況。土日になれば商店街に親子連れも見られるものの、

３−５時間ほど滞在してもらえるようなコンテンツがあれば良いがそれが無い。 

・宝探しのようなゲーム性をもったイベントをやるなどのアイデアもあるだろう。現在の商店

街は大人のまちになっているのかもしれない。ただし、大町周辺はハイブランドのエリアで

あり、ここでは子どもの遊び場は喜ばれないだろう。一番町四丁目やサンモールであれば商

店街側も喜ぶのではないか。駅前から大町にかけては子どもにやさしい場所が必要かどうか

も考える必要がある。 

・中心部商店街ではファミリー層向けのお店も少なく、選ばれない、来なくなる、店もなくな

るといった悪循環に陥っているように感じる。また、子連れの観光客がまちなかで滞在でき

る場所もない状況。 

・ソフト面ではハロウィンイベントを数年前までやっており、募集開始５分で定員１００名が

埋まった。そのようなコンテンツがあれば子連れが来るきっかけとなるが、普段使いにはま

だまだ課題が多い。 

・子育て世帯といっても、ベビーカーが必要な年齢、子どもだけで遊べる年齢と分けて考えな

ければいけない。 

 

 2．子育て世帯の来訪促進を目的とした工夫や取り組みの実績について  

・ハロウィンイベントのほか、コロナ禍前にはミニ四駆大会、ベイブレード大会など認知度の

高いコンテンツを市予算を活用し開催したことがある。大変な人気で、開始３−４時間前か

ら親子が行列を成した。合わせて手作り WS も開催し大変好評だった。現在は単独で動けな

い状況であり、再開の予定はない。 

・謎解きを開催したこともある。子どもがくると親もくるためそのような仕掛けを作ることが

大切だと思う。 

 

3. 子育て世帯の来訪促進に向けた課題や期待する支援策について 



 62 

・課題としては集客できる空間が限られること。商店街に何百人もいる状況は数日ならばよい

が、継続的にとなるとその受け皿となる大きな施設や公園などがないと難しい。 

 

Ⅱ 子どもを対象としたイベントについて                                                    

1.子どもを対象としたイベントの開催実績について（主催または共催。コンテンツの一つとし

ての実施も含む） 

・市の補助を活用し、マルシェイベント「イチとイチ」に子どもが遊べるブースを設けたこと

がある。結果、利用者の滞在時間が長くなった成果も得られた。 

 

-1 （上記 1 で実績がある場合、）開催の成果や課題、参加者からの反応等 

・参加者同士のコミュニケーションが発生し、知らない人たち同士での会話が生まれていた。

子どもも従来にはない場所で遊べることを楽しんでいた様子であった。 

 

2．子どもの遊び場を展開する団体等との連携について 

-1 イベントでの連携の可能性（親和性の高いイベントの種類・内容は？） 

・連携の可能性は十分あり得る。現在、当方が主催するイベントはないが、中心部商店街を会

場に開催する青葉区民まつりなどと組み合わせても良いかもしれない。青葉区民まつりは多

世代が対象であり親和性も高い。 

・なお、現在まちくる仙台のイベントへの関わりとしては商店街を会場とする SENTIA による

イベントやユニークベニューのサポートがメインとなっている） 

・クリスロード商店街では、通りから一本北側の新伝馬町公園周辺で３月に子ども向けのイベ

ントを計画しておりファミサポにも相談する予定と伺っている。 

 

3．子どもを対象としたイベントやコンテンツを開催するにあたっての課題 

・ターゲットへうまく伝わっていない印象があり広報に課題を抱えている。 

・また、遊び場イベントは非収益となる場合が多く、補助を活用できたとしても収支の組み立

てが難しくなる課題がある。 

 

4．子どもを対象としたイベントやコンテンツに対し期待する支援策 

・一つは広報支援。適した方法などがまとめられたガイドラインなどがあればありがたい。な

お、普段の広報手段はチラシや SNS であり、チラシは近隣マンションにもお願いし掲出して

いただいている。可能ならば近隣小学校でも配りたい。例えば、子育て層が会員登録してい

る媒体から広報できれば良いのだが。“まちのび”という子育て向けのサイトがあり、うまく

活用されていけば広く情報が伝わると思う。我々も子育て世帯に向けて活動する人材を見つ

け、つながっていかなければならないと考えている。 

・あとは補助金。子どもの遊び場を作りたくても誰がお金を出すのかという課題は大きい。中
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心部商店街の将来のコンセプトとして、街中全体で子どもが居やすい場所にすると掲げられ

ていれば良いが、そのような共通認識や旗印がない。 

 

【その他】 

・子育て世帯への考え方については商店街ごとに色を持っていないのが現状である。一方、ク

リスロード商店街は近くにのびすくがあり比較的子どもに対して積極的で、ハロウィンイベ

ントなども開催している。 

・子育て世帯への取り組みがビジネスにもつながるとわかれば自ら動き始めるのだろうが、そ

の理解が十分でない今は動かない。きっかけづくりとして子ども向け企画のスタートアップ

支援の仕組みがあれば徐々に軌道に乗っていくのではないか。 

・空室となっている空中階は多いのでそこを利用した子育て世帯向けの取り組みができれば面

白い。そこに向けては、単発であっても子ども向けイベントの開催などを通して商店街やお

店の理解を増やしていくことが良いのだろう。 

・子どものうちから街中の思い出を作ってほしい。大きくなってから街中で過ごす場面でもそ

のときの懐かしさを感じてもらいたい。ハードがなければコンテンツを作るしかない。 

・子どもを連れた親を対象にしたイベントも面白いかもしれない。お寺もいくつかあるため、

歴史文化を切り口にしたイベントなど。親に参加してもらって子に伝えてもらえれば。 

・街中のお出かけは親の買い物に子ども付き合わせる感じになってしまう。良く、無料ですご

せる場所がないという声を聞くが確かに街中では休憩するにも金かかる。幅広いグレード （価

格帯）のお店があると多様な世代が集まりやすくなるのではないか。 

・子育て世帯に来てもらい、子ども向けの店も増えて、という好循環を作り出すのが理想的で

はある。ベイブレード大会の際は、参加の待ち時間中マクドナルドがとても混んだ。そのよ

うに参加者の行動を予想しながら企画できればお店側の理解も増すと思う。理解を増やしつ

つ、企業協賛を得たり、子ども向けイベントに取り組みたい商店街をつないだり、その仕組

みづくりが構築されると良いのだろう。 

・以前、民間のコスプレイベントを手伝ったことがある。コスプレイヤーとカメラマンが参加

費を払って参加するのだが、イベントルールとして食事をもってきてはダメで商店街の店を

利用するというものであった。それは主催者が会場に利用させてもらった商店街への配慮だ

ったのだがそれはお店側からも好評だった。 

・子育て世帯をターゲットに考えた時、彼らはお金に余裕はないだろうからクーポンを配布す

るなどしてまずは商店街に来てもらう、そして子供の成長ごとのイベントで買物をするとき

には商店街を選択肢の一つに思い浮かべてもらえれば良い、そのような考えで企画を打てれ

ば良いのだろう。 

以上 

 


